
令和4(2022)年度の組織改編について
■基本的な考え方

■主な改編内容(詳細は別紙のとおり)

■参考

組織数の状況(知事部局)
本庁 出先

機関部局 課室
令和3(2021)年4月1日 10 66 75
令和4(2022)年4月1日(改編後) 10 67 74

令和4(2022)年2月8日 栃木県経営管理部人事課

労働人口の減少が進む中、限られた職員数で新型コロナウイルス感染症対策やＤＸの推進などの課題に対応するため、臨機応変に組織体制を見直すとともに、県政の基
本方針である「とちぎ未来創造プラン」等に基づき各種取組を着実に推進していく。
また、令和４年度開催となる「いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会」の成功に向けて、組織体制の一層の強化を図る。

森林整備課(環境森林部)
• 森林荒廃を防ぐための対策を強化し、気候変動対
策課から緑化推進業務を移管し、多様で健全な森
林保全を行うため、保安林・林地開発担当を「森林
保全担当」に改組

＜とちぎ未来創造プラン＞
地域・環境戦略

＜とちぎ未来創造プラン＞
安全・安心戦略

警備企画課(警察本部)
• 警備業務に係る司令塔機能を強化し、各種治安
事象に対処していくため、「警備企画課」を新設

技術管理課(県土整備部)
• インフラ分野におけるＤＸを推進するため、企画情
報担当を「企画情報・建設ＤＸ担当」に改組

その他

県立岡本台病院（保健福祉部）
• 県立岡本台病院を地方独立行政法人化
鬼怒水道事務所(企業局)
• 水質検査等業務を民間水質検査機関に委託し、
「水質課」を廃止

経営支援課(産業労働観光部)
• 令和元年東日本台風で被災した中小企業等の復
興支援業務が概ね完了することから、「中小企業等
復興支援担当」を廃止

鹿沼土木事務所(県土整備部)
• 令和元年東日本台風による思川改良復旧事業が
概ね完了することから、「整備第三課」を廃止

行幸啓課(国体・障害者スポーツ大会局)
• 国体・障スポ開催に合わせ、ご来県が予定されて
いる皇室対応を万全とするため、「行幸啓課」を新設

広報課(県民生活部)
• 国体・障スポ開催に伴う行幸啓等の報道対応のた
め、「国体・障スポ行幸啓報道担当」を新設

国体・障スポ開催に向けた組織強化

新型コロナウイルス感染症対策

◆ 喫緊の課題である新型コロナ対策については、現行
体制を維持するが、新たな課題やニーズに応じ、臨
機応変に組織体制を見直す。

行政改革

事業の終了


